
鶏の閉鎖群育種によ．る後代調査  

（Ⅴ）ロードP系統について  

名倉清一 斎藤季彦  

宮下光男   

1、はじめに  

当場種執ま昭和38年まで白レクA、B、  

C、Dの4系統、ロードK、pの2系統、梯   

班ロック、ニこL－一／、ンブシヤー、ホワイトロ  

γク種各1系統をもち、白レクは相反反覆選  

抜育種にもとづいて改良育種を進めてきたが  

外毘鶏の進出に対処するため昭利り8年既に  

おいて全国都道府県蕃鵜関係施設の種窺（白   

レク）から優良家系を抽出し、国および地方   

を；垂じての園内剋の綜合否確言十画がたてられ  

た．  

当場自レクd系統33T－7家系も卵数系  

の優良家系として遜放されたので、！昭利39  

年庭より横軸の品種および系顔の應】翌を行な  

い、d系統（33T－7家系）の増飼な計る   

ととも把、昭和d0年匪米国B r e nd e r   

典場より白レクの卵茶系統を輸入し、B r系  

統として育種を始めた、兼用種ほロードP系   

統のみとし、昭和38年度より閉鎖群とLて   

増飼を計り改良を進めていろ。   

当場基礎系統は上記3系統に整理し、それ   

ぞれの系統の特徴な明確にしその性能の向上  

を因りつゝ実用剤造成のための組合せ検定に  

供用していろ。  

この3系統の育確成績は昭和41年鮭白レ  

グd系統、昭和42年匿ロードP系統、昭和   

43年度白ジグBi・系統、＝相即対4む毎度虻瀦  

統（42年故～44年凄）について事路子Lた  

17）で本牢鮭ほロードP系統のその後の脊椎成  

級について毎草する・   

2、ロードP系統り育種軽遇  

昭和28年妻隻林省が米和より輸入した、P   

a rmen t？r系を旧大宮租訝牧場から昭   

祁3u年匠iわ妄り受け錮臆しはじめた。  

昭和35年よりP28－7、P2R－18  

およびP28－こ与5の血縁のものを集めた、  

34T－1Z2雄碍を基とL、昭和35年か  

ら昭和37年の3ケ卑：系統繁殖を行ない昭和  

3針隼から強鑑の近文をさけた閉鎖群育種を  

行ってきた、その牲掠殖の採取囲および綜合  

成績ほ第1園のとおりである。  

－1r〉2一   



第1図  ロ ード p 系34 T －12三  
およぴその後代由査  ‾‾‾‾‾‾▲  
「  頂  系  統  繁  殖   

－・－－－    ㍗  

j ＋昭利＝ 7年  Ii召和3 8年  

L警竺竺竺竺】歴竺竺竺ヒモ≡讐  

昭和3 5年  

繁殖に使用した雉   

昭和3 6年  

繁殖に使川した雉  

．－ 

．．．．∃                     3  
－
 
 
 

7T－18  

3 7T－1   

3 7T…1   

3 7T－1  」
 

6
 
 
R
U
 
 
 

7
 
 
【
－
 
 

＼3 6T－156  

3 7T－179、  

3 7T－18くi   

3 7T－188  

調査開始羽救および終了率   

産  卵  寮   

初 産  日 令  

1U ケ 月 令卵 賽  

lさ1■t  

短 期！  後
 
代
 
調
 
査
 
 

2 0 ユ  

58・紳均  

2．2 4 7  10 ケ月 合体蚤  

， 成」－【－トーー  
横j周 年l羽 、 48羽  75％  

2 3 8  

救お よ び終了率  

産  卵  個  数  －・・こ・・・  

」⊥仙，＿．＿．」  

一l（13・一一   



雄鶏の採取図  
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3、昭和43年以後の成績概要  

（1し昭和43年の繁殖成綴   

昭和13年の繋輔に供用した確雄は、窮2   

図に示すとおり、昭和・12年托供用した41  

T－5へ9から2羽、11T－511から1   

羽、111「－517からヰ羽、・11T－50  

3から2羽と11T－503の計10羽を用   

い、昭和＝1年薙雌77羽に交配した、交配   

にあたっては出来るだけ近親交配をさけるよ  

う配厳したため1雄に5羽～9羽を配した、   

その後代の成戯は第1素の【3年別の棚に示   

すとおりで．短期奴定開始羽致176羽、初   

産から】00日聞の短期検定終了羽数ほ16  

3羽でその滝了率は92．6％であった、此  

卵翠は平均72・5％、初産口合19」lら、  

10ケ月令体束2528タ、10ケ月令暗も  

より10ケの平均卵頚55・1グで、家系面  

の差ほ採取羽教が同一でないので直ちに比較   

することは危険であるが終了率で75％から  

ユ00％の画にあり、熊卵軌ミ50．5％か   

ら81．7％、、初産臼令183．3日から2  

02・3日、10ケ月令体環2200訝から  

2787伊、10ケ月令卵葦53▲6グかウ   

58・1伊の弼であった。  

周年検定は短期検定終了姶163羽中12・  

8羽を選抜Lて引続き265日桓j調査を行い   

初発より365日由実施した、最放した12  

8羽中熊死したもの7羽でその終了峯ほ9l．  

59らで終了軸の平均産卵個数ほ255・7価  

であった。   

この平均成纏を昭和42年鶏と比叙すると短  

期検定終了率はl．59ち、産卵率は5．1％、  

初夜田舎4日、卵重2．0伊劣り、体賓は21  

7針小さくなった、周年成績は終了率で0．7   

％、童了薙平均搾卵個数2個向上した〔   

昭和・13年軸ま昭和42年鶏と比較Lて初産   

当時産卵が若干惹かったので短期成績は劣った   

が、短期検定終了後、周年検定を実施．したもの   

は昭和42年蜘ま61羽で短期検定終了鈎の約  

3・1％、昭和13年蜘十約73ワもを選抜実庵L   

た、その選抜は昭和13年為Ⅰま昭和・12年鉱の   

約倍臥上競技圧をゆろめたので上記の周年成絆  

からみて把開‖3年亀と昭利＝2年炎ユほ大差が   

ないものと推察されろ。  

（2い“和・11年の衰殖成蘭   

昭和14年の繁殖に供用した稚雄は、窮2図   

に示すとおり、昭新13年忙付▼用した12T－   

312から2羽、12T－321からl羽、一i   

2T－3（〕汽から2二軌12で－320から2   

羽、」1T－503から1羽と42T－312   

42T・一・308、12T－317は前年陀引絞   

いで供用し計11羽を用いた、これに交配した   

雌はヰ2年覿雌50羽．11年如雌25羽計7   

5羽を出来るだけ近親交配をさけるよう配慮L  

て交配し／た、75羽中手相を採取したものほ6   

0胡である。その後代の成績は腐1表11年緑   

の徹底示すとおりであるト  

短期検定日始羽数239羽鰻期検定終了羽数   

226羽で終了勤ま9i．6％で燕卵率は83   

3％、初産日令190・6日、10ケ月合体頚  
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2366グ、10ケ月令もより10憫・－ノ平均∴●  

卵盤55．4ダであった、短期検定終了賂2  

26羽中より約70％の156羽を選抜Lて   

引続き265［∃圃調査し初渡から365日尚   

の周年検定を行った、周年検定の成鰍寸劇始  

羽教156乳終了羽数1i－1■羽で終了革9  

2．3％、終了㌫平均産卵個敷は257、l   

個であった。この綜合成払を家系別把みろと   

短期成績では終了寮は88．9％からIO O   

％の闘にあり産卵率ほ73．1％から89．  

5％、初産口令176．βから 

電ほ2215♂■から12538伊、10ケ月令  

卵壷は52・4ダから58・0ダの】品にあり  

周年成蔽では終了寮77．R％から100％  

終了鶉平均産卵薮は205・9個から275▲  

＝暦の漣にあった。  

これを13年賂と比較すると短期検淀終了   

率2．0％、産卵率10・8％、ネリ普日令3、  

1日、10ケ月令体意162タ・、括牌三松う玉終  

了耕平均抒卵価数1・7個優れており、周年  

検定終了塞が2・2％劣り、10ケノ■i令郡蚤  

は43年声と同程度であった、短期検定産卵   

餐を43年約と比較すると10．89乙ヒ大巾  

托優れているが、これは13年栗毛lの初産当時   

の産卵の不調と、・11年鞠の頼経当時傾調に  

経過したことによる差異でその主たる原因は   

43年と・l1年の秋の天候と、餌付時期、育  

成に随供すろことが大きいものと思われる，  

周年検定実施癌は短期検定終了幾より43年   

鰍〕、約73％、1i勾三森は約70恥と殆んど  

．，■同じ率で選抜Lており、終了料の平均産卵侭丁  

数ほ43年約255．7偶に対しI1年舘25  

7・4個でその差は1．7価である。家系別  

の差異托ついてみるとI1年劾の方がすぐれ   

ているが、14年烙の短期検定産卵率の大巾   

な向上はI1年秋期の環境に支配された影磯   

が大きく、系統性能の向上にすべて由来する   

ものとは思われず．総合的に各項目を換討す   

ると44年鷹はt3年窟より性能的把若干向   

．上したものと推察される。  

（31昭和15年の変殖成績   

昭利‖5年の繁殖に供用した符雄は、昭和   

11年払の冠執成完納i全体的把よく、家系別  

差，興があまりたかったので15年党殖に供用   

する旗の採草丹∴ll年毎帥雄した雌の殆   

んどから採取し供用し．た、その採取ほ舞2図  

に示すとおりで」31－220から3羽、ヰ   

3T－セ2こlから2羽、12’T－308から  

1羽、i3T－211から2乳12T－3  

17から2羽、13T－－202、43TⅦ2  

01、13T－・209からそれぞれ1羽の計   

13羽を採取供用した。  

交配に供L．r■：雌ほ13年敷J3D羽、Ii年  

超の若雌7√l羽計100士づで子騰が採取出来  

たものは86羽であった。  

その後代の短期成組ま簸て表45年露レつ榊  

に示すとおりで、周年検定は築地中であろ、  

短期検定鈴始羽数は221羽終了羽級ほ20  

7羽で終了率92．1％、産卵寮は70．7   

％で冬季休啓したものが多く出たので（原因  
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は市販飼料の凝あり）産卵強度（窮1表註参  

照）でみると79・6％となった、初産日今  

は201．8日、10ケ月合体■恥ま2628   

グ、10ケ月令卵重は55・1gであった、  

本年は14年飛の短期検定終了直後の若煙か  

らざ15年租を採取した子雌ほ36％で、各家  

系の筑取羽教の巾が大きいので家系別の比較   

は行わないが、綜合成紹て15年鶏を13年  

鳴およびi1年蔦と比較すると短期検定終丁  

峯はチ1年よりは2・2％劣り、13年驚と  

は同程度であり、産卵率は11年熱上り12  

6％、13年窺よりほ1・8年劣ったが、産  

卵強度はJl隼針はりごi．1％劣るにとゞま   

り、13年笑ミさよりは7．1‘熟まさった、産卵   

日令は43J；；絡より7．8日、14年親ノたり   

11．2日延び、10ケ月合体賽も」3年絢   

より100ダ、14年如より262グ塘徹し  

10ケ月令節電は43年l4年熟と同程度の   

55・l才であった。   

以上のように41年覿よりは卵蚤、i3年親  

よりは卵重およか舞卵強度以外の各項月托つい  

て劣るような恕果であるが、畔卵性については  

産卵開始後の給与飼料の内容に凝はい、点があ  

ったので産卵強度についてみると、～13年鵜よ   

り7．1％まさり41年拐エり1．1％劣る成   

績で産卵塞が示すような大巾な低下はみられず  

産卵性能が称把低下したとは思われない、しか   

し初在日今の延長、10ケ月令休常の増加は今   

後充分検討すべきことであり、初年釣棚からの   

採取についてもなを供奄に行うべき点があると   

思われるので現在実施中♂）周年検駕の成軒とも   

併せ充分検討いたLたい。  
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4、ロード、P系統を供用して実用効造成のた  

めの組合せ検定わ結果（43～45年）   

国産実用掛造成のために優良家系の組合せ   

試験を突施しており、当P系横■を供尉した成   

績を抽出すれは第2・表のとおりである。  

この組合せ試験は国の計画した東日本地区  

のものと都単のもの、および農業改良普及所  

の筋力を得て民間の採卵蓉鶏場に委託し、当  

場の試験方法と同じように実地したものであ   

る。民尚に委託した試験場所Aは西多摩郡、  

清水春用場、Bは北多摩郡、乙傾泰鞄場、C  

は町田市、臼井着実争場、Dは八王子市、坂本  

競輪場であろ。   

当P系統は昭和＝2年までは主として2元   

交配の柏性について調べたその結果－ま当場白  

レタBおよびd系を雄に用い、ロードP系を  

雌にした交配と、ロードP系を雄にして白レ＝  

グB系を雌とした組合せが相性がよく昭和‖   

1年、硝和12年に邑把おいて優良組合とし   

て抽出された。  

昭和＝3年鑑以降の2元交配ほ」3勾三度ロ  

ードPX白レタd、ロックDXロードPの白  

レク、ロードの達文配と、兼用種閻の組合せ   

について実施し、15年度白レクd Xロ「ド  

Pの組合せは昭和12年鮭突施し優良組合せ  

として抽出されたが、両系統ともその後改良   

を進めているので再確認の意味で実施した、  

ロードPX自レタdの交配はあまりよい相性  

を示さず、ロケクDX占－ドPの交配は兼用   

種同志であるので体重と飼料要求率に問題ほ  

あるが将来、自レタとの3元、ヰ元交配に供   

用することは出来るような結果を得た1自レ   

クd XロードPの交配は今回は育成率に問題   

点はあったがその他の項【引ますぐれj2年慶  

に優良組合せとして抽出されたよう托今回も  

比較的すぐれた成績を得た。   

3元交配はi3年皮紐合せ、41年庭1組  

合せ、15年匿1組合せの計5組合せ行った  

結果、13年疫の福島j X（埼玉KX東京P  

）が良もすぐれ、次に東京BX（厳京PX東  

京。）、15年監の東如×（東赦東京  
P）の順であった。   

l元交配については、13年藍2組合せ、   

4・1年疫2組合せ、・15年俊1組合せの計5   

組合せについて英施した、このl元組合せに   

ついては1部民間養鶏切にも委託してその適   

地性も調べた、配付先によって若干のちがい  

ほあるが（栃木AX東京B．）×（東京BX東  

京P）が最も良く、次で（埼玉KX東京B）  

×（東京．dX東京P）の統合せである。  

特托3年交配の福島jX（埼玉KX東京P  

）と11元の（栃木AX東京B）×（東京BX  

東京P）の2組合せは体重把問題点はあるが  

その産卵バクⅣンなとからみて鶏舎構造が不   

完全で冬季の寒さの煎い、】集積の農家蓉鶏向   

の実用候補組合せとして今後実用化試験を行  

い検討するに侍する組由と局はれる。  
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rr㌧ 三「こ  

昭和43年から昭和45年把かけては、3元   

4元を主体忙実施した、体重に若干の問題点′l  

はあるが、3元交配の福島jX（埼玉KX．軒：  

京P）と、l元交配の（栃木AX東京B）×  

（東京BX東京P）の組合せは農家牽潟向と  

しての乗用候補組合せとして検討にあたいす   

るものと恩はれろ。  

当P系統は生存率、際卵性はすぐれている   

が、体重、初産日令など今後改壱すべき要素   

も充分にある、しかL閉鎖群としての群の大   

きさは200羽程度しか飼遊出来ないので今   

後間題点の改善に困難か予想きれるが特性を   

失はないよう欠点を除々に改踏しながら維持   

していく所存である、大方の御批判と御指導   

をお餅する。  

5、おわりに  

当場ロードp系統は国で輸入したP8rm  

e n t e r系を旧大宮種畜牧場より導入し昭   

和35年から昭和37年まで系統繁殖を行な   

い、昭和38年から閉鎖群として育確を進め  

てきた、昭和′12年までの経過およは成績は  

第1図に示すとおりでその後の昭和43年か   

ら昭利＝5年までの経過および成績は第2囲   

および第ユ表に示すとおりで、：体粟鱒．よび初  

産日令に若干の開演点はあるが産卵性、強健  

性などの点から現段階では充分実用鵜造成試   

験の基礎系統として供用し得るものと思われ  

る「  

■ 当酔ナドP系統を供用して実用劾造成のた   

めの試験は昭和i2年までは主として2元交   

配についで実施し、当場自レタBおよびdと   

の相性がすぐれ、BXP、d XP、PXB、   

の組合せほ匡において傲良組合せとして抽出  

された、  

－111－   


